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 本報告は、国土交通省国土技術政策総合研究所において平成 19 年度に実施した道路関係調査研

究の結果をとりまとめたものである。この道路関係調査研究には、「道路調査費」による試験研究

があり、さらに「地方整備局等依頼経費（各地方整備局等からの依頼により実施）」による試験調

査がある。 

 「道路調査費」による試験研究課題においては、行政ニーズに対応して設定された以下に示す

９つの「政策領域」において研究がなされており、本報告ではこれに基づき整理した。 

 

1. 新たな行政システムを創造する 

2. 経済・生活に活力を生む道路ネットワークを形成し、有効利用を図る 

3. 新たな情報サービスを創造し、利用者の満足度を向上させる 

4. コスト構造を改革し、道路資産を効率的に形成する（つくる） 

5. 美しい景観と快適で質の高い道空間を創出する 

6. 交通事故等から命を守る 

7. 災害時における対応をスピーディーかつ的確に支援する 

8. 大切な道路資産を科学的に保全する 

9. 沿道環境を改善し、良好な生活環境を創造する 

 

 

また、「地方整備局等依頼経費」による試験・調査については、担当研究室ごとに整理した。 
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